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昭
和
29
年
４
月
１
日
に
、
２
町

７
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
伊

万
里
市
は
、
市
制
施
行
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
世
界
に
名
を
馳は

せ
た
『
古
伊
万

里
』
の
積
出
港
と
し
て
栄
え
、
陶

磁
文
化
や
歴
史
に
彩
ら
れ
た
本
市

は
、
伊
万
里
湾
に
大
規
模
な
工
業

団
地
を
造
成
し
、
現
在
で
は
、
多

く
の
企
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

や
伊
万
里
湾
大
橋
な
ど
の
国
際
交

易
基
地
と
し
て
の
整
備
や
、
西
九

州
自
動
車
道
な
ど
の
道
路
整
備
、

市
街
地
の
区
画
整

理
事
業
な
ど
が
進

み
、
西
九
州
北
部

の
中
核
都
市
と
し

て
の
機
能
と
風
格

を
備
え
、
着
実
な

発
展
を
遂
げ
て
き

て
い
ま
す
。

　
今
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
美
し
い

自
然
に
抱
か
れ
、
素
晴
ら
し
い
歴

史
を
築
い
て
き
た
本
市
を
、
し
っ

か
り
と
次
代
へ
と
引
き
継
い
で
い

く
責
務
が
あ
り
ま
す
。
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
発
展
し
て
き
た

今
日
の
伊
万
里
市
を
、
先
人
へ
の

感
謝
の
意
を
込
め
て
市
民
の
皆
さ

ん
と
祝
う
と
と
も
に
、
こ
の
節
目

の
年
を
、
次
な
る
飛
躍
に
向
け
た

起
点
の
年
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
60
年
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
伊
万
里
市

づ
く
り
を
考
え
、
さ
ら
に

は
、
郷
土
へ
の
自
信
と
誇

り
を
持
つ
契
機
と
な
る
よ

う
、
11
月
に
記
念
式
典
を

行
う
ほ
か
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の
春
、
伊
万
里
市
は

      

市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
、

         

節
目
の
年
を
素
晴
ら
し
い
年
に
し
ま
し
ょ
う

                                         

● 

問
合
先
　
秘
書
課（ 

　
☎
㉓
３
３
９
０
）

昭
和
29
年
に
合
併
し
て
誕
生

中
核
都
市
と
し
て

       
着
実
な
発
展
を
遂
げ
る

次
な
る
飛
躍
へ
の

                   

起
点
の
年
に

記
念
の
年
を

  
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
お
祝
い

●

市
制
施
行
60
周
年
記
念
（
冠
）
事
業

※
市
長
改
選
の
年
で
骨
格
予
算
で
あ
る
た
め
、
一
部
の
事
業
の
み
を
紹
介

事 

業 

名

実
施
時
期
（
予
定
）

１

市
制
施
行
60
周
年
記
念
ロ
ゴ
入
り
偽
造

   

防
止
用
紙
に
よ
る
市
の
諸
証
明
書
発
行

４
月
〜

２

日
本
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ

                 

全
国
少
年
少
女
野
球
教
室

５
月
11
日
（
日
）

３

プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ

                               

伊
万
里
大
会

８
月
30
日
（
土
）

４

お
い
し
い
水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
造

９
月

５

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組

           

『
俳
句
王
国
が
ゆ
く
』 

公
開
録
画

11
月
15
日
（
土
）

６

食
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
27
年
２
月

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

西九州自動車道イメージ写真
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４
月
１
日
か
ら
伊
万
里
市
、
有

田
町
の
消
防
広
域
化
を
図
る
た

め
、
両
市
町
で
構
成
す
る
『
伊
万

里
・
有
田
消
防
本
部
』
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
や
、
消
防
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
る
た
め
、
新

し
く
『
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
』
と

『
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
』
を

整
備
し
ま
し
た
。

　『
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
』
は
、
最

新
の
設
備
機
器
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
１
１
９
番
通
報
を
受
信
し
て

か
ら
発
信
位
置
の
特
定
ま
で
の
時

間
と
的
確
率
が
大
幅
に
改
善
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
消
防
車
や

救
急
車
へ
の
出
動
指
令
を
自
動
的

に
行
う
こ
と
で
、
初
動
体
制
の
迅

速
性
と
確
実
性
が
格
段
に
向
上
し

　
消
防
本
部
で
は
、
高
齢
化
に
伴
う
救
急
件
数
の
増
加
や
、
情

報
通
信
の
高
度
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、『
高
機
能
消
防
指
令

シ
ス
テ
ム
』
を
整
備
し
、
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
整
備

４
月
か
ら
運
用
を
開
始

                                 

● 

問
合
先
　
通
信
指
令
室（ 

　
☎
㉓
２
１
１
９
）

１
１
９
番
通
報
こ
う
す
れ
ば
大
丈
夫

通
報
で
大
事
な
こ
と
は
『
落
ち
つ
き
』
と
『
正
確
さ
』

ま
す
。
さ
ら
に
、
車
両
に
積
載
し

た
動
態
管
理
装
置
に
よ
り
、
出
動

隊
の
位
置
情
報
な
ど
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
部
隊
の
統
制
管
理
や
支

援
情
報
な
ど
の
伝
達
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
ら
れ
、
的
確
な
現
場
活
動

と
活
動
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
火
事
や
救
急
の
場
合
は
、
１
１
９
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
ざ
通
報
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
直
面
す

る
と
、
あ
わ
て
た
り
、
頭
が
混
乱
し
た
り
し
て
、
正
確
に
通
報
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
正
確
に
伝
わ
る
か
な
ど
、
通

報
の
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

あ
わ
て
な
い
で
１
１
９

く
わ
し
い
住
所

近
く
に
あ
る
目
標
物

く
わ
し
い
状
態

あ
な
た
の
名
前

あ
な
た
の
電
話
番
号

↑今回整備した高機能消防指令システムです。皆さんのより安心で安全な暮らしの
　ため、今後役立てていきます

火
事
の
場
合
は
、「
火
事
で
す
」、
救
急
の

場
合
は
、「
救
急
で
す
」
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

『
○
○
町
○
○
番
地
』
の
よ
う
に
、
番
地
ま
で
で
き
る
だ
け
詳
細

に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

町
名
や
番
地
、
目
標
物
を
書
い
て
電
話
の
そ
ば
に
貼
っ
て
お
く

こ
と
も
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

火
事
の
場
合
は
、『
何
が
燃
え
て
い
る
か
』
を
、
救
急
の
場
合
は
、

『
誰
が
ど
う
し
た
（
ケ
ガ
や
病
気
）
か
』
を
、ま
ず
伝
え
ま
し
ょ
う
。

■ 

通
報
要
領

                 

● 

問
合
先
　
通
信
指
令
室
（ 

　
☎
㉓
２
１
１
９
）

シ
ス
テ
ム
と
無
線
を

                   

新
た
に
整
備

初
動
体
制
な
ど
が

                

飛
躍
的
に
向
上

●

●

●

●



82014.4

■問合先  長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）

● 所得の低い人などへの保険料の軽減（対象者が拡大されました）

年間の
保険料 １人当たり

51,800 円

均等割額
被保険者に係る基礎控除（33 万
円）後の総所得金額×9.88％

所得割額
＝ ＋

保険料が軽減される場合

● 被用者保険の被扶養者であった人の軽減

『基礎控除後の総所得金額』が 58 万円以下の人 ５割軽減

『基礎控除（33 万円）』を超えず、かつ被保険者
全員の年金収入が 80 万円以下の世帯

『基礎控除（33 万円）』を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 24.5 万円 × 被保険者数』
を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 45 万円 × 被保険者数』
を超えない世帯

９割軽減 均等割額  　5,100 円

8.5 割軽減 均等割額  　7,700 円

５割軽減 均等割額  25,900 円

２割軽減 均等割額  41,400 円

         改定します！平成 26・27 年度の 保険料率 

　後期高齢者医療制度では、法律により、２年ごとに保険料率を見直しています。今回、１人当たりの医療費
の増加などを考慮し、下記のとおり平成 26・27年度の保険料率を改定しました。皆さんに納めていただく
保険料が大切な財源になりますので、ご理解のうえ、納入してください。

　保険料は、被保険者１人当たりいくらと決める『均等割額』と、被保険者の所得に応じて決める『所得割額』
を合計した額（限度額 57 万円）です。

　所得などに応じて、以下のような軽減措置が設けられています。軽減
を受けるために、改めて手続きする必要はありません。

　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額が、次の
場合には、均等割額が軽減されます。均等割額

　所得割を負担する人で、賦課の基となる所得金額（基礎控除後の総所得金額など）が、次
の場合には、所得割額が軽減されます。

※ 年金収入のみの場合、年金収入 153 万円から 211 万円までの被保険者が該当します。

　後期高齢者医療制度に加入する前日において、被用者保険（健康保険組合や共済組合など）の被扶養者であった
人は、均等割額が９割軽減（年額 5,100 円）されるほか、所得割が賦課されません。

所得割額

保険料の計算方法（平成 26・27 年度分）

後期高齢者医療制度

平成 24・25 年度保険料（年額） 平成 26・27 年度保険料（年額）

均等割額 49,500 円 51,800 円

所得割率 9.6 ㌫ 9.88 ㌫

年間保険料限度額 55 万円 57 万円

１人当たりの平均保険料（軽減適用後） 56,898 円（月額 4,742 円） 57,846 円（月額 4,821 円）
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こ
の
た
び
二
里
公
民
館
に
障
害

者
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
講
堂
の
入
り
口
に
は
段
差
解

消
の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
を
取
り
付

け
る
な
ど
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用

し
た
も
の
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

住
民
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
先
導
的
な
事
業
な
ど

の
た
め
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し

て
い
て
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
や

普
及
を
広
報
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

問
合
先
　

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

            

（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

二
里
公
民
館
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

共
生
の
地
域
づ
く
り
に
活
用
し
ま
す

　
佐
賀
県
で
は
、
県
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
と
、
防
災
関
係
機
関
の

協
力
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、
地

域
住
民
の
参
加
に
よ
る
防
災
訓
練

を
、
伊
万
里
市
、
唐
津
市
、
有
田
町
、

玄
海
町
で
実
施
し
ま
す
。
市
で
は
、

立
花
地
区
の
一
部
の
住
民
（
訓
練

に
参
加
す
る
人
に
は
、
事
前
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
）
が
、
避
難
訓

練
に
参
加
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
音
が
響
く
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
　
５
月
18
日
（
日
）

　      

午
前
８
時
〜
正
午
（
予
定
）

● 

場
　
所
　
立
花
小
学
校
（
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
体
育
館
）

● 

緊
急
速
報
メ
ー
ル
訓
練

　
訓
練
当
日
の
午
前
９
時
〜
９
時

30
分
の
間
に
、
市
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
携
帯
電
話
に
、
訓
練
用
の

メ
ー
ル
を
１
回
送
信
し
ま
す
。

５
月
18
日（
日
）は
、
佐
賀
県
総
合
防
災
訓
練

立
花
地
区
の
住
民
が
参
加

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

           
（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
）

　
佐
賀
県
で
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

濃
度
が
１
日
平
均
１
立
方
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、
午

前
７
時
30
分
と
午
後
０
時
30
分
を

目
途
に
注
意
喚
起
を
し
ま
す
。

● 

注
意
喚
起
時
の
対
応

▽
不
要
な
外
出
や
、
屋
外
で
の
長

　
時
間
の
激
し
い
運
動
を
で
き
る

　
だ
け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
内
で
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を

　
必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の

　
あ
る
人
や
小
児
、
高
齢
者
な
ど

　
は
、
健
康
へ
の
影
響
が
出
や
す

　
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
体
調
に

　
応
じ
て
よ
り
慎
重
に
行
動
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
）
は
、
春
と
秋
の
晴
れ

た
日
に
高
濃
度
に
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
佐
賀
県
で
は
、
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
（
１
時
間
値
）

が
０
・
12
ピ
ー
ピ
ー
エ
ム
以
上
に
な

り
、
気
象
条
件
か
ら
み
て
大
気
汚

染
状
況
が
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ

た
と
き
に
注
意
報
を
発
令
し
ま
す
。

● 

注
意
報
発
令
時
の
対
応

▽
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
自
粛

　
し
、
窓
を
閉
め
て
外
出
は
控
え

　
ま
し
ょ
う
。

▽
目
や
の
ど
に
痛
み
が
生
じ
る
な

ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
洗

顔
や
洗
眼
、
う
が
い
を
し
、
症

状
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
大
気
汚
染
物
質
の
注
意
喚
起
や
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、
西
海
テ
レ
ビ
の
Ｌ
字
放
送
、
各
公

民
館
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
て
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５

           

（
微
小
粒
子
状
物
質
）

注
意
喚
起
や
注
意
報
発
令
時
に
は
、

     
情
報
を
入
手
し
、
備
え
ま
し
ょ
う

春
は
、
大
気
汚
染
物
質
が
多
く
な
る
季
節
で
す

                          

● 

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係（ 

　
☎
㉓
２
１
４
４
）

着
信
音
が
鳴
る

こ
と
が
不
都
合

な
場
合
は
、
こ

の
時
間
帯
は
電

源
を
お
切
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
携
帯
電
話
に

よ
っ
て
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
受
信
が
で
き
な
い
機
種
や
、

事
前
の
設
定
が
必
要
な
機
種
が

あ
り
ま
す
。
不
明
な
場
合
は
、

利
用
し
て
い
る
携
帯
電
話
の
会

社
に
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　

　
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室 

              

（
　 

☎
㉓
２
１
２
３
） ↑二里公民館に新しく整備された障害者トイレ

●

●

●

●●

●



            

● 

問
合
先
　
情
報
広
報
課
情
報
推
進
係
（ 

　
☎
㉓
４
３
１
５
）
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③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応

● 

運
動
の
重
点

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則

の
周
知
徹
底
）

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
追
突
事
故
の
防
止

● 

『
新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
日
』
通
学
指
導
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　
当
日
は
、
各
小
学
校
の
通
学
路

で
、
新
入
学
児
童
の
保
護
者
や
先

生
、
交
通
安
全
指
導
員
な
ど
の
皆
さ

ん
が
、
市
内
一
斉
に
新
１
年
生
に

通
学
指
導
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち

を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
　
時
　
４
月
11
日
（
金
） 

　         

午
前
７
時
〜
７
時
50
分

▽
内
　
容
　
道
路
の
正
し
い
歩
き

　
方
や
道
路
横
断
の
方
法
、
あ
い

　
さ
つ
な
ど
の
声
か
け
指
導

● 

み
っ
つ
の
３
運
動
　

　
県
内
で
は
、

他
の
県
と
比

べ
て
追
突
事

故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま

す
。
追
突
事

故
防
止
の
た

め
、『
み
っ
つ

の
３
』
運
動

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

①
『
３
秒
間
の
車
間
距
離
』
を
保
つ

②
『
３
秒
・
30
㍍
』
ル
ー
ル
の
徹
底

　
進
路
変
更
を
す
る
と
き
は
３
秒

　
前
、
右
左
折
や
転
回
す
る
と
き

　
は
30
㍍
手
前
か
ら
方
向
指
示
器

　
で
合
図
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
『
３
分
前
の
出
発
』

　
運
転
者
は
、
予
定
よ
り
３
分
前

　
に
出
発
し
て
心
に
余
裕
を
持
つ

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

市
内
交
通
事
故
発
生
状
況

　（
３
月
12
日
現
在
・
前
年
同
期
比
）

▽
人
身
事
故
　
99
件
（
＋
９
件
）

▽
死
　
者
　
０
人
（
±
０
人
）

▽
傷
　
者
　
１
３
２
人
（
＋
10
人
）

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

           

４
月
６
日（
日
）〜
15
日（
火
）

交
通
事
故
（
死
）
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
日 

４
月
10
日
（
木
）

　
こ
れ
ま
で
市
が
発
信
し
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、大
き
く
『
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
』
と

『
暮
ら
し
の
便
利
帳
』
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
で
整
理
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
人
生
の
節
目
や
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
ご
と
に
必
要
と
な
る

情
報
を
見
や
す
く
し
、
整
理
を
し

た
も
の
で
す
。

　
漢
字
へ
の
ふ
り
が
な
機
能
や
色

の
変
更
機
能
、
文
字
の
拡
大
縮
小

機
能
、
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語

の
翻
訳
機
能
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
や
お
年

寄
り
、
外
国
人
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、

よ
り
快
適
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
今
、
急
速
に
普
及
し
て
い
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
閲
覧
に
対

応
し
ま
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

            

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て

                          

● 

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
２
３
）

　
市
は
、
３
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
現
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
変
わ
っ

た
か
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
メ
ニ
ュ
ー
構
成
の
見
直
し

とっても
見やすく
なったモォ〜♪

②
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
閲

　
覧
で
き
る
支
援
機
能
を
追
加

↑
皆
さ
ん
の
使
い
や
す
さ
な
ど
を
最
優
先
に
考
え
、
変
身
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
ま
ず
は
１
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
シ

ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
に
伴
い
、h

ttp
://w

w
w

.city.im
ari.sag

a.jp
/

か
ら
後
の
ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●

●

●

●
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市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　
皆
さ
ん
が
こ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん

で
い
る
ま
さ
に
今
、
桜
が
満
開
で

あ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
筆
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
皆
さ
ん
は
、
桜
に
ま
つ
わ

る
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。
私

は
、
玄
海
国
定
公
園
の
一
角
で
あ

る
、
波
多
津
町
に
あ
る
高
尾
山
の

麓ふ
も
とで
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
昭

和
30
年
代
当
時
の
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
県
内
の
桜
開
花
情
報
に

は
、
佐
賀
市
の
神
野
公
園
、
鹿
島

市
の
旭
ヶ
丘
公
園
と
と
も
に
、
高

尾
山
公
園
が
名
を
連
ね
て
い
た
こ

と
を
、
子
ど
も
心
な
が
ら
に
誇
ら

し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
眼
下
に
波
静
か
な
イ
ロ

ハ
島
を
臨
む
高
尾
山
公
園
に
は
、

土
俵
が
あ
り
ま
す
。
花
見
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
、
金
毘
羅
神
社
に
波

多
津
女
相
撲
が
奉
納
さ
れ
、
浦
地

区
の
婦
人
た
ち
が
化
粧
ま
わ
し
を

締
め
、
土
俵
入
り
か
ら
本
番
の
取

組
ま
で
、
大
相
撲
顔
負
け
の
迫
力

あ
る
姿
を
披
露
し
、
大
変
賑に
ぎ

わ
っ

て
い
ま
し
た
。
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
女
相
撲
は
姿
を
消
し
、
高
尾

山
の
桜
も
老
木
と
な
り
、
当
時
の

勢
い
が
失
せ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
今
は
、
住
民
が
苗
木
を
植
え

た
り
改
植
し
た
り
し
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浦
公
民
館
で
は
年
に
１

回
、
３
月
29
日
か
ら
３
日
間
、
芝

居
の
興
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
富
士
川
登
一
座
』
と
『
南
條
隆
一

座
』
が
、
毎
年
交
互
に
30
人
程
度

の
大
所
帯
で
や
っ
て
来
て
、
当
時

の
田
舎
芝
居
と
は
い
え
、
歌
や
踊

り
、
本
格
的
な
時
代
劇
の
芝
居
な

ど
を
、
夜
の
７
時
か
ら
11
時
過
ぎ

ま
で
演
じ
て
い
ま
し
た
。
立
派
な

舞
台
が
用
意
さ
れ
、
３
０
０
人
以

上
の
観
客
は
、
竹
で
仕
切
ら
れ
た

升
席
に
家
族
単
位
で
座
り
、
楽
し

み
な
が
ら
観
覧
し
た
も
の
で
し
た
。

　
遅
く
ま
で
芝
居
を
楽
し
み
、
夜

も
更
け
て
家
路
を
急
い
で
い
る
と

き
、
ふ
と
見
上
げ
て
目
に
入
っ
た
、

月
明
り
で
闇
に
浮
か
ぶ
高
尾
山
の

夜
桜
の
景
観
は
、
50
年
以
上
経
っ

た
今
で
も
、ま
ぶ
た
に
浮
か
び
ま
す
。

　
桜
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
あ
っ
て
、
咲
い
て
い
る
も
の

で
す
。
冬
の
寒
さ
に
耐
え
、
満
開

に
な
っ
た
桜
に
話
し
掛
け
、
し
ば

し
桜
へ
思
い
を
寄
せ
る
の
も
、
ま

さ
に
今
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。『
三

日
見
ぬ
間
の
桜
』
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
で
、
物
事
の
状
態
は
わ
ず

か
な
間
に
ど
ん
ど
ん
と
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
気
が
つ
け
ば
も
う
４

月
。
い
よ
い
よ
平
成
26
年
度
と
い

う
新
し
い
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

 

桜
の
思
い
出

　
３
月
４
日
、
文
部
科
学
省
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
、
立
花
公
民
館

が
優
良
公
民
館
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
が
全
国

の
公
民
館
の
う
ち
、
特
に
事
業
内

容
や
方
法
な
ど
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
地
域
住
民
の
学
習
活
動
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
公
民
館
を
、

立
花
公
民
館
が
優
良
公
民
館

              

文
部
科
学
表
彰
を
受
賞

　
伊
万
里
警
察
署
は
、
２
件
の
架

空
請
求
詐
欺
事
件
で
被
害
を
防
止

し
た
、
大
川
内
郵
便
局
と
職
員
の

渕
上
さ
お
り
さ
ん
、
伊
万
里
信
用

金
庫
と
本
店
職
員
の
内
海
留
美
さ

ん
に
署
長
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
渕
上
さ
ん
は
、
現
金
書
留
で

50
万
円
を
送
ろ
う
と
し
た
男
性
に

窓
口
で
対
応
。
宛
先
が
警
察
か
ら

配
ら
れ
て
い
た
振
り
込
め
詐
欺
の

関
連
住
所
と
一
致
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
、
上
司
と
と
も
に
送
金

し
な
い
よ
う
説
得
を
し
ま
し
た
。

　
内
海
さ
ん
は
、
女
性
が
１
千
万

円
近
く
の
預
金
を
解
約
に
訪
れ
た

際
に
、
金
額
が
大
き
い
の
で
女
性

と
顔
見
知
り
の
同
僚
を
呼
び
、
事

情
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

「
何
か
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら
れ

て
き
て
い
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
質

問
し
た
こ
と
な
ど
が
功
を
奏
し

て
、
架
空
の
貴
金
属
購
入
を
装
っ

た
詐
欺
事
件
だ
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
昨
年
、
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
特
殊
詐
欺
の
被
害

伊
万
里
警
察
署
長
が

       

２
個
人
・
２
団
体
に
感
謝
状
贈
呈

↑手作り石窯の前で、受賞を喜ぶ
　立花公民館の職員の皆さん

↑署長感謝状を贈られた２個人・２団体の皆さん。中央
　左が渕上さおりさん、中央右が内海留美さん

文
部
科
学
省
が
取
り
組
み
を
高
く
評
価

２
件
の
架
空
請
求
詐
欺
事
件
で
被
害
を
防
止

毎
年
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
25

年
度
は
全
国
で
61
公
民
館
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
立
花
公
民
館
は
、
軽
ト
ラ
朝
市

な
ど
各
種
団
体
と
の
連
携
し
た
取

り
組
み
や
、
手
作
り
の
石
窯
を
活

用
し
た
ピ
ザ
作
り
教
室
な
ど
、
子

ど
も
と
大
人
の
交
流
事
業
を
中
心

に
、
地
域
の
連
帯
感
を
高
め
る
た

め
の
伝
統
行
事
体
験
や
環
境
美
化

活
動
体
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
が
高
い
評
価
を
得
て
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

が
41
件
発
生
し
、
被
害
額
は

１
億
１
５
０
万
円
に
上
り
ま
し
た
。

●

●●

●


